
 
あやめ原こども園 

                     令和２年８月 

  

梅雨が明け、いよいよ夏本番となってきました!!! 

夏の自然にいっぱい触れ、水遊びや泥んこ遊びなど、夏ならではの体

験を取り入れながら、おもいっきり楽しみたいと思います。休息も取り

入れながら、夏の暑さにも負けないくらい元気に過ごしていきたいです。 

熱中症にもなりやすい時期ですので、ご家庭でもこまめな水分補給を

して、体調の変化に気を付けてくださいね。 

 

 

保育目標 

・快適な環境の中で活動と休息のバランスを良くし暑い夏を過ごす 

・水、砂、泥に触れて感触を楽しみながら夏ならではの遊びを楽しむ 

★・★・★お知らせ・お願い★・★・★ 

◎汗をかく季節の為、着替えをすることが多くなりました。 

 着替えを多めに、またフェイスタオルを 1 枚持たせて下さい。 

 

◎９時３０分までには登園しましょう。 

遅くなる時は必ず連絡下さい。 

また、お迎えの時間がいつもよりも遅くなる場合も同様です。 

◎プールカードのチェックについて 

８月も引き続き記入をお願いします。’’記入漏れ’’に気を付け 

てください。 

◎お盆について 

13 日・14 日・15 日に申し込みをされている方は、お弁当・水筒

持参でお願いします。 

◎体操教室が５回( 6・17・20・25・27日 )になります。 

英語教室は、第３週からお休みになります。  

                  

日 曜

日 

行 事 

1 土 

日 

 

2 日  

3 月  

4 火 英語教室 

5 水  

6 木 体操教室 

7 金  

8 土  

9 日  

10 月  

11 火 英語教室 

12 水  

13 木 お盆 

 14 金 お盆 

15 土 お盆 

16 日  

17 月 体操教室 

18 火  

19 水 誕生会 

20 木 体操教室       

21 金  

22 土  

23 日  

24 月  

25 火 体操教室 

26 水 運動会リハーサル 

27 木 体操教室 

28 金  

29 土  

30 

 

日  

31 月 お便り配布 

～「なんで？」はチャンス!!!  

子どもの考える力を伸ばすチャンスです!～ 

 

               
８月 園だより 

『子どもの質問への答え方』 
1．すぐにその場で答える 
子どもが疑問を口にしているときというのは、知りたいと
いう気持ちが芽を出そうとしている大切な瞬間なのです。 
どんなに忙しくても聞かれた、その時に答えるようにしま 
しょう。たとえ答えが正解でなくても、親が質問になにか反
応することで、子どもの好奇心や想像力が刺激されるので
す。 

2．忍耐強く会話を楽しむ 
１つの質問に答えたら、次の質問、うんざりすることもある 
でしょう。それだけ興味が広がっているということ。時間も 
労力もかかって大変ですが、忍耐強く子どもと向き合って 
あげたいです。 

3．子どもの気持ちに寄り添う 
いつも答えを与えるのではなく、子どもの気持ちに寄り添 
って、一緒に考えるふりをしてみてください。子ども自身の 
考える力や、疑問に対する解決能力が身についていきます。 

4．ユーモアを交えながら答える 
転んでひざを打ったら「痛いの痛いの、飛んでいけ～」と声 
を掛けたりしていませんでしたか。それと同じように、感情 
を外に向けてあげると、感情表現や感受性が豊かな子に成 
長していきます。 

5．わからないときは、素直に認める 
大人でも、なんて答えていいかわからない質問をしてくる 
ことがあります。そんな時には、素直にわからないことを認
めるといいでしょう。子どもが子どもなりの考えを教えて
くれたときは、しっかりほめてあげてください。教えられ 
ている子より、教えている子の方が伸びていきます。なぜな 
ら知恵をひろげているからです。 

〇質問は成長の現われ、しっかり受け止めて 

3～6 歳頃は質問期といい、疑問を言葉に出せるほど成長して

きたということです。知りたい、教えてほしいという意欲が芽

生えてきているのです。 

 

参照資料「叱り方・甘えさせ方は、３歳・７歳・１０歳で変える」より 

わからないことが分かるようになると、楽しいな、うれしい

な、と心と脳、感性が躍動しはじめます。子どもの疑問は、大

きな耳、小さな口、やさしい目で受け止めてあげましょう。 

 


